
市民のみなさまへ

不明金の概要とこれまでの経緯

公金に関する不明金について

　平成 29 年 12 月から平成 30 年３月までに納付された契約保証金※１のうち、総額 285 万 3,560
円（４件分）が不明となっている事案について、その概要やこれまでの経緯、再発防止策につ
いてお知らせいたします。

▲ 特別委員会の様子

令和元年５月 22日 会計課にて契約保証金を返還しようとしたところ、指定金
融機関より残高不足との連絡があり、原因調査を実施
その結果、収入処理（一時預かり）していない契約保証金
に対し、返還（支出）している事例が４件あることが判明

令和元年６月～８月 市が調査を実施するも問題解決には至らず

令和元年８月 顧問弁護士に相談

令和元年 11月 15 日 警察署に被害届を提出

令和４年４月 28日 市議会全員協議会で議員に報告

令和４年６月 10日 契約保証金検査特別委員会設置

令和４年９月２日 第１回同特別委員会開催

令和４年 10月 18 日、19 日 第２回同特別委員会開催

■ 事案発生後の再発防止策について

■ 概要とこれまでの経緯について

　・契約保証金や住宅敷金などの大口なものについて、金融機関窓口での納入を徹底
　・契約保証金や住宅敷金などについて、１件ごとに事前の調定※２を徹底
　・各収納に対する払出を台帳化し、漏れや間違いを防止　など

※１　契約保証金とは、公共工事の請負契約締結において、請負者の義務の履行を確保するために、請負者が発注者に納付す
　　　る担保金のことで、契約金額の 10％以上としており、工事完了後、全額返金するものです。
※２　調定とは、歳入を徴収しようとする場合において、内容を調査し収入金額を決定することです。原則として、納入の通
　　　知および収納に先だって行います。

▲ 答弁する尾脇雅弥市長

令和４年 10月 21 日 市議会臨時会で、11 月から任期が終了する１月までの３
か月間の市長給与を 30％減額する条例案を提出し可決
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